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01Greeting
新年度のご挨拶　水土里ネット熊本　会長　竹﨑　一成

第18期(令和5年4月〜令和9年3月末日)　役員名簿

新年度のご挨拶　熊本県農林水産部　部長　深川　元樹

新年度のご挨拶　熊本県農林水産部　農村振興局　局長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野入　正憲

03Action
第69回通常総会を開催

土地改良功績者、永年勤続者表彰の方々をご紹介

熊本県知事・熊本県議会議長への表敬訪問

全国水土里ネット表彰式への参加

06Information
技術向上への取り組み

熊本県からの情報提供 令和８年度熊本県予算について

令和8年度 熊本県農林水産部の新体制

令和8年度 熊本県土地改良事業団体連合会 
新規採用職員のご紹介

令和8年度 熊本県土地改良事業団体連合会 職員配置表

非補助農業基盤整備資金のご案内 ほか
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令和7年度農業農村整備優良地区コンクール
（中山間地域等振興部門）農林水産大臣賞

天草市 豆木場地区
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Greeting1

初
夏
の
候
、
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
よ
り
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
並
び
に
本
会
の
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
農
業
・
農
村
は
、
今
ま
さ
に
歴
史

的
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
や
生
産
資
材
価
格

の
高
騰
に
加
え
、
近
年
の
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
の
発

生
は
、
食
料
の
安
定
供
給
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
昨
年
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
「
令
和
７
年
８
月
豪
雨
災
害
」
は
、
国
土
強
靭

化
の
着
実
な
推
進
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
再
確
認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
日
も
早
い
復
旧・

復
興
に
向
け
、
常
に
現
場
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
全
力

を
注
い
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
昨
年
４
月
１
日
の
「
改

正
土
地
改
良
法
」
施
行
を
皮
切
り
に
、「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」、
さ
ら
に
は
「
第
一
次
国
土
強
靭
化

実
施
中
期
計
画
」
や
９
月
の
「
土
地
改
良
長
期
計
画
」

の
策
定
な
ど
、
農
業
・
農
村
の
未
来
を
左
右
す
る
極
め

て
重
要
な
制
度
的
枠
組
み
が
相
次
い
で
整
え
ら
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
計
画
が
揃
い
、
現

場
で
具
体
的
に
始
動
す
る
「
実
行
元
年
」
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
本
年
度
予
算
に
お
い
て
初
動
５
カ
年
の
「
農
業

構
造
転
換
集
中
対
策
」
と
し
て
〝
別
枠
〟
予
算
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
は
、
現
場
の
切
実
な
声
を
反
映
し
た
画
期

的
な
成
果
で
す
。
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
施

策
を
最
大
限
に
活
用
し
、
農
地
の
大
区
画
化
や
中
山
間

地
域
の
き
め
細
や
か
な
整
備
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
、

農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
に
よ
る
流
域
治
水
の
拡
大
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
維
持
管
理
の
省
力
化
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

私
た
ち
は
、
先
人
が
心
血
を
注
い
で
築
き
上
げ
、
今

日
ま
で
守
り
抜
い
て
き
た
こ
の
豊
か
な
大
地
と
水
、
そ

し
て
農
業
用
施
設
を
、
健
全
な
形
で
次
世
代
へ
と
引
き

継
い
で
い
く
責
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
食
料

自
給
率
が
低
迷
す
る
中
で
、
命
の
根
幹
た
る
農
業
が
軽

視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
不
透
明
な

情
勢
が
続
く
今
こ
そ
、「
闘
う
土
地
改
良
」
の
旗
印
の

下
、
会
員
の
皆
様
と
一
致
団
結
し
、
熊
本
の
農
業
・
農

村
の
輝
か
し
い
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
行
動
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

本
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
年
度
よ
り
新
体
制
が
始

動
い
た
し
ま
し
た
。
去
る
２
月
の
通
常
総
会
に
お
き
ま

し
て
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、
前
熊
本
県
農
林
水
産

部
農
村
振
興
局
長
の
永
田
稔
氏
（
４
月
６
日
常
務
理

事
就
任
）、
美
里
町
長
の
上
田
泰
弘
氏
、
玉
名
市
長
の

藏
原
隆
浩
氏
と
共
に
、
多
様
な
視
点
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
組
織
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

結
び
に
、
本
県
農
業
・
農
村
の
将
来
を
切
り
拓
く
た

め
、
役
職
員
一
同
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
本
会
の
活
動
に
対
し
、
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
度
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新年度のご挨拶新年度のご挨拶
会長会長　竹﨑 一成　竹﨑 一成

熊本県土地改良事業団体連合会
会長 竹﨑一成
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熊本県農林水産部熊本県農林水産部

水
土
里
ネ
ッ
ト
熊
本
の
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本

県
の
農
業
・
農
村
施
策
の
推
進
に
際

し
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
の
農
業
は
、
全
国
有
数
の
食

料
供
給
地
域
と
し
て
の
地
位
を
維
持

し
、
農
業
者
を
は
じ
め
関
係
す
る
皆

様
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
高
い
農
業
産

出
額
と
生
産
農
業
所
得
を
確
保
し
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
と
高

齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
や
集
落
機

能
の
低
下
、
農
業
水
利
施
設
の
老
朽

化
、
気
候
変
動
に
伴
う
災
害
の
頻
発

化
等
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
県
で
は
、

「
く
ま
も
と
新
時
代
共
創
基
本
方
針
」

の
も
と
、「
食
の
み
や
こ
熊
本
県
」
の

創
造
に
向
け
、
稼
げ
る
農
林
畜
水
産

業
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
昨
年
度
に
「
熊
本

県
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
親
元
就
農
を
は
じ
め
と
す

る
担
い
手
対
策
の
強
化
に
加
え
、
生

産
性
向
上
や
高
付
加
価
値
化
、
並
び

に
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
、

世
界
情
勢
の
変
化
に
伴
う
生
産
資
材

等
の
価
格
高
騰
等
の
外
的
リ
ス
ク
へ
の

対
応
等
の
取
組
み
を
進
め
、
農
畜
産

業
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
に

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が

改
定
さ
れ
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化

を
最
重
要
課
題
と
し
て
、農
地
の
集
積・

集
約
化
、
大
区
画
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
、
環
境
負
荷
低
減
型
農
業
へ
の

転
換
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

県
と
し
ま
し
て
も
、
国
の
方
針
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
生
産
者
を
は
じ
め
県

民
総
参
加
で
、
く
ま
も
と
の
食
、
農
業
、

農
村
の
維
持
発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
先
人
た
ち

の
知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
土

地
改
良
施
設
は
、
地
域
の
営
農
と
暮

ら
し
を
支
え
な
が
ら
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
農
業
の

発
展
を
支
え
て
き
た
歴
史
そ
の
も
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
財
産
を
次
の
世
代
へ
確

実
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
皆
様
と
と

も
に
、
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
、
適

切
な
保
全
管
理
の
推
進
、
農
業
・
農
村

の
強
靱
化
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
熊
本
の
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
県
の
農
業
農

村
整
備
事
業
の
推
進
に
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

農
村
振
興
局
で
は
、『
く
ま
も
と
新
時
代

を
切
り
拓
く
「
食
の
み
や
こ
熊
本
県
」
の
創

造
～
「
現
場
主
義
」
と
「
凡
事
徹
底
」
に
よ

る
着
実
な
農
業
農
村
振
興
～
』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、「
強
固
な
生
産
基
盤
の
整
備
と

保
全
管
理
」「
農
村
地
域
の
国
土
強
靱
化
」「
持

続
可
能
な
農
村
づ
く
り
」「
大
規
模
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
」
の
４
本
柱
の
も
と
、
各

施
策
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

特
に
今
年
度
は
、
大
規
模
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
令
和

７
年
８
月
豪
雨
の
農
地
・
農
業
用
施
設
の

被
害
額
は
６
０
５
億
円
に
の
ぼ
り
、
平
成
２８

年
熊
本
地
震
に
次
ぐ
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
ま
た
、
上
天
草
市
等
で
は
排

水
機
場
が
浸
水
に
よ
り
稼
働
停
止
す
る
等
、

農
業
水
利
施
設
の
脆
弱
性
が
改
め
て
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
迅
速
な
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
令
和
７
年
度
か
ら
１１
年
度
ま
で

の
「
構
造
転
換
集
中
対
策
」
が
始
動
し
て
お

り
、
本
県
と
し
て
も
生
産
性
向
上
に
不
可
欠

な
「
農
地
の
区
画
拡
大
」
を
重
点
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
計
画
と
連
動
し
、
ス

マ
ー
ト
農
業
へ
の
対
応
や
維
持
管
理
の
省
力

化
に
資
す
る
整
備
、
中
山
間
地
で
の
き
め
細

か
な
整
備
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
基
盤

整
備
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
排
水
機
場
１
６
８
箇
所
の
う
ち

５
割
超
が
設
置
後
３０
年
を
超
え
、
防
災
重

点
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て
も
防
災
対
策
工

事
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
の
地
震
・
豪

雨
耐
性
評
価
を
行
う
等
、
老
朽
化
対
策
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
熊
本
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

一
昨
年
度
に
設
置
さ
れ
た
「
保
全
管
理
総
合

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
や
機
能
診
断
の
推
進
に
御
尽
力
頂
い

て
お
り
、
そ
の
先
駆
的
な
取
組
み
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
に
お
い
て
も
、
昨
年

度
か
ら
「
水
土
里
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向

け
た
支
援
を
進
め
て
お
り
、
各
地
域
に
お
け

る
将
来
の
保
全
管
理
の
方
向
性
を
明
確
化

し
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
持
続
的
な
体
制

づ
く
り
が
構
築
で
き
る
よ
う
、
後
押
し
し
て

い
き
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
日
常
の
維
持
管
理
こ

そ
が
、
本
県
農
業
を
支
え
る
基
盤
で
あ
り
、

食
料
安
全
保
障
の
根
幹
を
成
す
も
の
で
す
。

活
力
あ
る
農
村
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、

今
後
も
皆
様
と
緊
密
に
連
携
し
、
総
力
を

結
集
し
て
農
業
農
村
整
備
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新年度のご挨拶新年度のご挨拶

熊本県農林水産部
部長 深川元樹

熊本県農林水産部
農村振興局 局長 野入正憲

新年度　ご挨拶� 熊本県農林水産部 農村振興局 局長　野入 正憲

新年度　ご挨拶� 熊本県農林水産部 部長　深川 元樹



Action3

令和8年2月27日（金）に熊本ホテルキャッス
ルで「熊本県土地改良事業団体連合会 第69回通
常総会」を開催しました。

総会は、坂田孝志副会長（八代平野北部土地改
良区理事長）の開会の辞に始まり、主催者を代表
し竹﨑一成会長（芦北町長）から、県下の農業農
村整備事業の推進と積極的な取り組みへの謝辞及
び敬意を表されました。

続いて、農業農村整備事業の発展に貢献され
た土地改良功績者及び土地改良への永年にわたる
ご功績を称え永年勤続者を表彰の後、緒方和之九
州農政局長の代理として小野寺慎司九州農政局次
長、木村敬県知事の代理として永田稔農村振興局
長、髙野洋介熊本県議会議長にご臨席頂き、ご祝
辞を賜りました。

その後、提案しました議案審議のため、幸野溝土地改良区理事長の
冨田道孝様を議長に選任し議案の審議を行い、全議案とも賛成多数で
原案通り可決、承認されました。

その中で、藏原隆浩様（玉名市長）、上田泰弘様（美里町長・美里
町土地改良区理事長）、永田稔様（熊本県農村振興局長）が新理事とし
て承認されました。

また、要請・要望活動に活用する決議文（案）につきましては、永年
勤続１５年の受賞者で熊本平野南部土地改良区の橘絵馬様から読み上
げて頂き、満場一致でご承認を頂きました。最後に、藤本一臣理事（氷
川町長）の閉会の辞で総会は滞りなく終了しました。

第69回通常総会において、土地改良功績者
及び永年勤続者表彰が行われました。

熊本市西南土地改良区　理事長　津田　正昭　様
久木野村土地改良区　　理事長　光永　政敏　様

土地改良功績者（2名）

誠におめでとうございます

第69回通常総会を開催
Action 上段左から

①坂田副会長
　開会の辞

⑥議長
　幸野溝土地改良区
　冨田理事長

②竹﨑会長
　挨拶

⑦監査報告
　百太郎溝
　土地改良区
　岡村理事長

③九州農政局
　小野寺局次長 祝辞

⑧玉名市藏原市長
　新理事挨拶

④木村県知事 祝辞
　代読：永田局長

⑨決議文
　熊本平野南部
　土地改良区
　橘様

⑤熊本県議会髙野議長
　祝辞

⑩藤本理事
　閉会の辞

永年勤続者（10名）
土
地
改
良
功
績
者
、

永
年
勤
続
者
表
彰
の
方
々
を
ご
紹
介

受賞者と共に記念撮影 ▲

①

⑥

②

⑦

③

⑧

④

⑨

⑤

⑩

会場の様子▲

永年勤続40年
船田　哲治　様

（氷川土地改良区、氷川下流土地改良区連合）

永年勤続30年
田中　栄二　様（八代平野北部土地改良区）

永年勤続25年
竹中　宏豊　様（秋津飯野土地改良区）
市田　秀樹　様（百太郎溝土地改良区）
上村　好生　様（川辺川総合土地改良区）

永年勤続20年
深田大一郎　様（八代平野北部土地改良区）

永年勤続15年
橘　　絵馬　様（熊本平野南部土地改良区）
下田　桂士　様（玉名平野土地改良区）
東家　寛弘　様（八代平野北部土地改良区）
上野　慎伍　様（八代平野土地改良区連合）



Action 4

令和８年２月4日（水）に水土里ネット熊本（坂田副会長、元松副会長はじめ役員14名）及び、くまもと水土里ネッ
ト女性の会役員3名は、木村熊本県知事、髙野熊本県議会議長に表敬訪問を行いました。

熊本県知事・熊本県議会議長への表敬訪問

水
土
里
ネ
ッ
ト
熊
本

水
土
里
ネ
ッ
ト
熊
本

木
村
熊
本
県
知
事
を
表
敬

木
村
熊
本
県
知
事
を
表
敬

水
土
里
ネ
ッ
ト
熊
本

水
土
里
ネ
ッ
ト
熊
本

髙
野
県
議
会
議
長
を
表
敬

髙
野
県
議
会
議
長
を
表
敬

Action

祖先から受け継いだ尊い農地を、子々孫々へつなぐ使命TOP MESSAGE

木村知事は、本会が発災直後からチームを組み、自治体へ職員を派遣した支援活動に敬意を表しました。「農
業水利施設の復旧を、単なる復旧ではなく『創造的復興』の中核に据えたい」と述べ、改正された食料・農業・
農村基本法に基づき、保全と整備を両立させる考えを示しました。また、「尊（とうとぶ）」という一文字を挙げ、

「脈々と受け継がれてきた農地を次世代にバトンタッチすることが我々の使命。稼げる農業と、瑞穂の国の生業
を守るため、全庁的に支えていく」と力強く応じました。

迅速な災害復旧支援に心からの謝意
一行を代表し、坂田副会長は昨年８月の豪雨災害における知事の迅速な対応に

深く感謝を述べました。「知事自ら被災地を視察し、八代平野のトマト農家への機
械補助や、い草農家への手厚い予算措置を講じていただいた。被災農家にとって
大きな励みとなっている」と発言。また、県の農業農村整備予算が国の伸び率を
大きく上回る１５４％を確保できたことを高く評価し、引き続きの指導と支援を求め
ました。

土地改良は生産者を支える「動脈」
髙野県議会議長は、農林水産委員長時代の経験に触れ、「土地改良事業は生産者を支える『動脈』であり、

ここがしっかりしなければ良い営農はできない」と強調。昨年の豪雨災害からの早期復旧における本会の貢献
に感謝の意を示しました。また、「老朽化施設の改修など課題は山積している。予算の確保を含め、生産者が
安心して営農できるよう、皆様と一丸となって国・県へ働きかけていきたい」と述べ、農業基盤整備の重要性
を再確認しました。

迅速な災害対応と予算確保に感謝
一行を代表し、坂田副会長は日頃の農業・農村振興への尽力に対し謝

意を述べました。「昨年の大雨被害に際し、髙野議長をはじめ県議会の皆
様が迅速な対応と十分な予算措置を講じてくださったことに心から感謝申
し上げる」と発言。また、令和７年度の補正予算において、国の伸び率
を大きく上回る県独自の予算を確保できたことを高く評価し、「今後も防
災・減災対策、国土強靱化に向けて精一杯努めてまいりたい」と、引き
続きの指導と支援を求めました。

木村知事と共に記念撮影▲

坂田副会長（左）から木村知事（右）へ
活動報告書を手交

坂田副会長（左）元松副会長（右）から
髙野議長（中央）へ活動報告書を手交

水土里ネット
ポスターVOL.14

水土里ネット熊本
パンフレットVOL.14

令和7年度の水土里ネット熊本の取組みを掲載した「水土里ネット熊本のパンフレット」と
県下水土里ネットを幅広くPRするための「水土里ネットのポスター」はこちらからダウン
ロードできます。

TOP MESSAGE

TOP MESSAGE

TOP MESSAGE
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令和8年３月25日（水）に東京都千代田区シェーンバッハ・サボーにおいて、全国水土里ネット主催による全国水土
里ネット表彰式が開催され、「第67回全国土地改良功労者等表彰」並びに「農業農村整備優良地区コンクール表彰」が
行われました。熊本県からは以下の方々が受賞されました。

全 国 水 土 里 ネット 表 彰 式 へ の 参 加

農業農村整備事業優良地区コンクール
（中山間地域等振興部門）

第 6 7回土地改良功労者等表彰

－農林水産省農林水産大臣賞－

「 農 事 組 合 法 人 宮 地 岳 営 農 組 合 」 
代 表 理 事 　 田 中  大 地 様

congratulations

－全土連会長賞（団体）－

「 馬 場 楠 堰 土 地 改 良 区 」 
理 事 長 　 藤 本  照 義 様

全国水土里ネット二階会長挨拶 ▲

「氷川土地改良区・氷川下流土地改良区連合」
事務局長　船田 哲治様

会場の様子 ▲

誠におめでとうございます

March, 25th 2026

「玉名平野土地改良区」
事務局長　吉川 昭二様

「甲佐町土地改良区」
理事長　遠山 敬光様

「馬場楠堰土地改良区」
理事長　藤本 照義様

「農事組合法人宮地岳営農組合」
代表理事　田中 大地様

－全土連会長賞（個人）－

「 甲 佐 町 土 地 改 良 区 」 
理 事 長 　 遠 山  敬 光 様

「 玉 名 平 野 土 地 改 良 区 」 
事 務 局 長 　 吉 川  昭 二 様

「 氷 川 土 地 改 良 区・氷 川 下 流 土 地 改 良 区 連 合 」 
事 務 局 長 　 船 田  哲 治 様

「 熊 本 県 土 地 改 良 事 業 団 体 連 合 会 」 
常 務 理 事 　 久 保 田  修 様  
事 務 局 長 　 河 地  芳 郎 様
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本会では、下記の一覧表に記載されている資格を取得し、技術力の向上に努めています。
令和７年度に実施された資格試験等において、本会からは下記の職員が合格しました。

技術向上への取り組み
Information

令和8年度資格取得状況

農業用ため池保全管理技士

総 務 企 画 課 	 尾 下 　 拳 輔
施 設 管 理 課 	 宮 本 　 翔 馬
施 設 管 理 課 	 澤 田 　 隼 人
換 地 課 	 上 橋 　 崇 宏
換 地 課 	 長 谷 野 勝 也
換 地 課 	 中 村 　 行 伸

測量士補

城 北 総 合 支 所 	 小 山 真 太 朗

第二種電気工事士

施 設 管 理 課 	 髙 松 　 英 樹

会計指導員

財 務 経 理 課 	 森 　 　 　 渉
財 務 経 理 課 	 松 永 　 直 子
財 務 経 理 課 	 渋 江 　 有 美

本会の資格取得一覧	 （令和8年4月現在）

資格名 人数 資格名 人数 資格名 人数 資格名 人数
技術士 2 浄化槽技術管理者 6 上級集落排水計画設計士 1 土地改良専門技術者 1
技術士補 12 浄化槽管理士 6 集落排水計画設計士 4 農業農村地理情報システム技士 5
１級建築士 1 浄化槽設備士 3 地籍主任調査員 2 第１種衛生管理者免許 2
農業土木技術管理士 32 ２種下水道検定者 1 ITパスポート 1 第２種衛生管理者免許 1
１級土木施工管理技士 15 酸素欠乏等危険作業主任者 1 移動式クレーン運転免許 3 ビジネス実務法務検定3級 1
２級土木施工管理技士 9 第四種公害防止管理者 1 農業水利施設総合診断士 2 全商簿記１級 2
測量士 12 第一種電気工事士 1 農業災害復旧専門技術者 13 日商簿記２級 1
測量士補 46 第二種電気工事士 4 ２級小型船舶操縦士 2 日商簿記３級 5
土地改良換地士 11 一級電気工事施工管理技士 1 VEリーダー 1 全経簿記上級 1
農業用ため池保全管理技士 48 監理技術者資格者証（電気） 1 乙種４類危険物取扱者 16 ドローン検定１級 1
ダム管理主任技術者 2 自家用発電設備専門技術者資格証 1 ポンプ施設管理技術者１級 1 ドローン検定２級 1
２級管工事施工管理技士 1 特殊電気工事資格者認定証 1 ポンプ施設管理技術者２級 5 ドローン検定３級 2
畑地かんがい技士 5 会計指導員 8 ボイラー技士 2 無人航空機技能認定 2

Pi

ck u
p!

Pi

ck u
p!

Pi
ck u

p!
Pi

ck u
p!

農業土木技術管理士

城 北 総 合 支 所 	 中 尾 　 亮 太
天 草 支 所 	 東 　 　 陽 平

測量士

換 地 課 	 西 山 　 政 記
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熊本県からの情報提供
Information

国の農業農村整備事業予算については、令和７年度補正と令和８年度当初を合わせ、昨年度比（R６補正＋R７当初）
107％の6,942億円となりました。

一方、本県への割当は、令和７年度補正と令和８年度当初を合わせ、昨年度比115％の113.8億円（事業費ベース
で205億円）が措置される見込みです。

令和８年度 農業農村整備事業関係予算の配分状況について

国全体

熊本県

令和8年度熊本県予算について
令和8年（2026年）5月 熊本県農村計画課

農業農村整備事業関係予算配分状況（国費ベース）
単位：億円

R7 R8 差

補正予算 ２，０３７ ２，４３９ ＋４０２
（１２０％）

当初予算 ４，４６４ ４，５０４ ＋４０
（１０１％）

合計 ６，５００ ６，９４２ ＋４４２
（１０７％）

単位：億円
R7 R8 差

補正予算 ３５．０ ５３．８ ＋１８．８
（１５４％）

当初予算 ６４．０ ６０．０ −４．０
（９４％）

合計 ９９．０ １１３．８ ＋１４．８
（１１５％）

なお令和８年度は、『くまも
と新時代を切り拓く「食のみや
こ熊本県」の創造　～「現場
主義」と「凡事徹底」による
着実な農業農村振興～』をス
ローガンに掲げ、農業農村整
備事業を展開していきます。
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令和8年度 熊本県農林水産部の新体制

●農林水産部 ●広域本部・地域振興局
所属名 職　　名 氏　　名

県央広域
本部

広域本部長 増田　要一
副部長（宇城地域振興局長） 永野　　茂
副部長（上益城地域振興局長） 松田　龍朋
首席審議員（農林部長） 岩田　長起
農林部副部長 佐藤　雅代
農業普及・振興課長 福永　博文
農地整備課長 野尻　重延
農地整備課課長補佐 松田　耕司

宇城地域
振興局

局長 永野　　茂
局次長 浦津　栄一
農林部長 安武　智臣
農林部副部長 樋口　　匡
農業普及・振興課長 藤木　　新
農地整備課長 倉岡　孝幸

上益城地域
振興局

局長 松田　龍朋
局次長 猪原　英次
農林部長 松下　浩一
農林部副部長 河嵜陽一郎
農業普及・振興課長 春口　真一
農地整備課長 野島　孝樹

県北広域
本部

広域本部長 鍬本　亮太
副本部長（玉名地域振興局長） 安田　昌史
副本部長（鹿本地域振興局長） 時田　一弘
副本部長（阿蘇地域振興局長） 木原　　徹
農林水産部長 水上　勇一
農林水産部副部長 古閑　瑞樹
農業普及・振興課長 堀口　太久
農地整備課長 甲斐　聡史
農地整備課課長補佐 薗田　秀和

玉名地域
振興局

局長 安田　昌史
局次長 増馬　武憲
農林部長 長生　朋子
農林部副部長 吉田　徹也
農業普及・振興課長 田尻　一裕
農地整備課長 園田　高史

鹿本地域
振興局

局長 時田　一弘
局次長 工藤　香奈
農林部長 渡邊　　充
農林部副部長 都冨　真一
農業普及・振興課長 木場　達美
農地整備課長（兼務） 甲斐　聡史

所属名 職　　名 氏　　名
阿蘇地域
振興局

局長 木原　　徹
局次長 桑原　暢子
農林部長 橋本　修一
農林部副部長 犬塚　　統
農業普及・振興課長 北　　伸祐
農地整備課長 園村　道明

県南広域
本部

広域本部長 津川　知博
副本部長（芦北地域振興局長） 馬場　幸一
副本部長（球磨地域振興局長） 中川　太介
農林水産部長 作田　　一
農林水産部副部長 吉田　一浩
農業普及・振興課長 江島　暢喜
農地整備課長 山形　慎也
農地整備課課長補佐 市村　隆尋

芦北地域
振興局

局長 馬場　幸一
局次長 服部信一郎
農林部長 清田　雄一
農林部副部長 福島　章夫
農業普及・振興課長 平野　智徳
農地整備課長 岩村　豊作

球磨地域
振興局

局長 中川　太介
局次長 畑中　利徳
農林部長 本村　松吾
農林部副部長 藤山　英貴
農業普及・振興課長 竹盛　　稔
農地整備課長 松本　俊秀

天草広域
本部

広域本部長 浦田　美紀
農林水産部長 鮫島　　守
農林水産部副部長 宮崎　和年
農業普及・振興課長 吉島　豊喜
農地整備課長 江島　延隆

●農林水産部

所属名 職　　名 氏　　名
農林水産部 部長 深川　元樹
農林水産部 政策審議監 元田　啓介
生産経営局 局長 山本　剛士
農村振興局 局長 野入　正憲
森林局 局長 野間　　圭
水産局 局長 那須　博史

【農村振興局】
所属名 職　　名 氏　　名

農村計画課 首席審議員（課長） 大森　直樹
審議員 野添　　学
課長補佐 川元　民子
主幹（総務担当） 中山　志保
課長補佐（土地改良指導担当） 谷下　誠一
課長補佐（農村企画担当） 廣川　正樹
主幹（調査計画担当） 池部亘一郎

農地農振室 室長 濱口 佳久
課長補佐（農振担当） 野田明日美
課長補佐（農地担当） 松本　泰明

農地整備課 課長 大石　　靖
審議員 田上　良太
審議員 今川　　晃
課長補佐 川元　民子
課長補佐 渡海　寛人
審議員（大切畑ダム復興事務所長） 村田　隆慰
課長補佐（大切畑ダム復興事務所 課長） 福富　慎一
課長補佐（用地換地担当） 松原　忠信
主幹（施設管理担当） 村﨑　　剛
主幹（防災担当） 大村　啓介
主幹（生産基盤担当） 徳永　智子
主幹（広域基盤整備担当） 田上　啓司

むらづくり課 課長 宮川　和幸
審議員 福山　昌二
課長補佐 川元　民子
主幹（元気な農村づくり担当） 浴野　祥予
主幹（農村環境・棚田振興担当） 沼田　隆二
主幹（鳥獣害対策・農業遺産推進担当） 大坂祐里佳

技術管理課 課長 久保田英誠
課長補佐 川元　民子
課長補佐 後藤健一郎
課長補佐 中村　慶広
主幹（農業土木技術担当） 宮部　志郎
主幹（地籍調査担当） 秋吉　竜也
課長補佐（農村情報企画担当） 磯本佐知子
主幹（林務水産技術担当） 阿蘇品貴博

課長補佐（事）
川元 民子
審議員
野添 学

審議員
田上 良太
審議員
今川 晃
課長補佐
渡海 寛人

審議員
福山 昌二

課長補佐
後藤 健一郎
課長補佐
中村 慶広

農村計画課
課長　大森 直樹

　　農地農振室
　　審議員（室長）　濱口 佳久

農地整備課
課長　大石 靖

　　大切畑ダム復興事務所
　　審議員（所長）　村田 隆慰

むらづくり課
課長　宮川 和幸

技術管理課
課長　久保田 英誠

知事

副知事

農林水産部
部長　深川 元樹

政策審議監
　元田 啓介

　　　農村振興局
　　　局長　野入 正憲

　　　生産経営局
　　　局長　山本 剛士

　　　森林局
　　　局長　野間 圭

　　　水産局
　　　局長　那須 博史

総務班
土地改良指導班
農村企画班
調査計画班
農地班
農振班

施設管理班
防災班
用地換地班
生産基盤班
広域基盤整備班

総務課
ダム復興課

元気な農村づくり班
農村環境・棚田振興班
鳥獣害対策・農業遺産推進班

農業土木技術班
林務水産技術班
農村情報企画班
地籍調査班
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令和８年度 熊本県土地改良事業団体連合会
新規採用職員のご紹介

本年度の新規採用職員を紹介します。どうぞよろしくお願いします！

令
和
８
年
度

幹
部
職
員
及
び
新
規
採
用
職
員

辞
令
交
付
式

大学では憲法学のゼミに所属し、判例を読んだり裁判所に行った

りしました。また、大学では将棋部に所属していましたが、駒の動

きがわかる程度の初心者なので、教えていただけたら嬉しいです。

大学は関西ですが高校までは熊本で生活していたので、少しは熊

本のことはわかると思います。農業土木についてはわからないこと

ばかりですが、一つ一つの仕事を大切にして、日々、成長できるよ

うに努めてまいります。ご指導のほど、よろしくお願いします。

YUIYUI
ARAKIARAKI

Name	 荒
あら

木
き

　結
ゆい

Section	 施設管理課 集落排水係

Education	 龍谷大学
政策学部 政策学科

（
前
列
右
か
ら
）

宮
崎
補
佐
［
新
規
採
用
職
員
］

飯
島
セ
ン
タ
ー
所
長

宰
川
技
師
［
新
規
採
用
職
員
］

吉
岡
総
務
部
長

荒
木
技
師
［
新
規
採
用
職
員
］

久
保
事
業
部
長

松
永
主
任
［
新
規
採
用
職
員
］

今年度より職員として勤務させて頂くことになりました。初めて

派遣として連合会に勤務した際に経理業務に携わったことが、現在

の職務への関心を深めるきっかけとなりました。以来、日々学びを

重ねながら経験を積み、現在に至っております。

これまでのご指導に感謝し、今後もより一層成長できるよう努め

て参ります。さらに、責任感をもって業務に取り組んで参りますので、

引き続きよろしくお願いいたします。

NAOKONAOKO
MATSUNAGAMATSUNAGA

Name	 松
まつ

永
なが

　直
なお

子
こ

Section	 財務経理課 経理係

高校在学中は、測量や土木施工、土木基盤力学など土木につい

ての基礎的な知識を学びました。また、３年間ソフトボール部に所

属しておりました。本会でも部活動で培われた忍耐力と継続力を生

かしていきたいと考えています。農業土木に関しては、まだ分から

ないことも多くあり不安もありますが一日でも早く皆様に信頼して

いただけるよう精進してまいります。また、一つ一つの経験を大事

にしながら日々着実に成長できるよう努めてまいります。

MASATOMASATO
SAIKAWASAIKAWA

Name	 宰
さい

川
かわ

　理
まさ

斗
と

Section	 城南総合支所 宇城分室

Education	 天草工業高等学校
土木科

民間企業退職後、役所勤め31年中通算19年農政関連に従事し、

本会関係では、20代（圃場整備・災害・集排等）、30代（適正化・

排水機場）、40代（ため池HM等）を経験。とは言え事務職且つブ

ランクもあり、ハード系は正直厳しいですが、配属先の会員支援課

関係では、役所（県市）で多面・中山間直払を通算14年、地元組

織でも長年書記を経験。この経験が皆様の一助となれば幸いです。

今後ともよろしくお願いいたします。（B’z推しの54歳：山鹿市出身）

KOUJIKOUJI
MIYAZAKIMIYAZAKI

Name	 宮
みや

崎
ざき

　浩
こう

二
じ

Section	 会員支援課 
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令和８年度 熊本県土地改良事業団体連合会 職員配置表

部長 課長 課長補佐 係長 主任 技師・主事 専門職・嘱託 事務

総務部

監事会事務局

事業部

保全管理総合
センター

常
務
理
事

河
地 

芳
郎

審
議
監

吉岡 康成 山本 拓郎

総

　
　務

　
　部

監
事
会
事
務
局

保
全
管
理
総
合
セ
ン
タ
ー

事

　
　業

　
　部

総務企画課
田上 佳史
総務係

髙見 　諒 河添 貴子
水口 央惠

（田上 佳史）
企画広報係

（髙松 英樹） 築田 謙司 （森　 　渉）

尾下 拳輔 豊住 茉奈 大島 　遥

飯島 秀仁 髙松 英樹
施設管理課所長

久保 洋司

田畑 雄三 渋谷 　晃
集落排水係

荒木 　結犬童 厚仁
宮本 翔馬

石松 喜代

芥川 真也
施設管理係

工藤 朋典高岡 雄飛

窪田 優二
管理指導係

澤田 隼人三嶋 　孝

野村 幸司
保全推進課

川重 洋志 甲斐 幸輔
施設保全推進係

高塚 祐貴 西村 太成
栗原 光平

派遣職員

德永 靖二 （德永 靖二）
ため池整備係(ため池サポートセンター)

中村 尚昭

（野村 幸司） （藤野 利男）
（住 　和孝）
（久米田 恭兵）
（吉見 昇悟）

発注者支援係

（永田 誠一）
（片山 秀一）
（大津 佳一郎）
（萩本 壱紀）

林田 義之
農地整備課

木下 貴裕

村井 利道
調整官

藤野 利男（現）
民長 孝和

農地整備係
大津 佳一郎(現)
萩本 壱紀（現）

下石 美桜 内山 智美

山下 浩次
総合調整官

（木下 貴裕）
技術管理係

松岡 あかり
種子 涼太
高野 なごみ

佐藤 裕治
換地課

坂田 淳一 古谷 　勲
上橋 崇宏

換地一係
本田 　好 吉村 崇樹 井川 美代 豊田 　香

古澤 高美
宇城分室

本田 德光
換地二係

長谷野 勝也
国営事業係

井　 文武 中村 行伸
測量係

西山 政記 佐藤 温紘
梅田 巨毅

荒木 梨絵

村勧 浩司
城北総合支所

岩木 和幸 永田 誠一（現） 白川 聡汰
小山 真太朗

山口 輝成 矢住 文乃

中林 裕一朗
玉名分室

久米田 恭兵（現）
松本 健太

山本 ことり 派遣職員

薮田 敏幸
阿蘇分室

吉見 昇悟（現） 中尾 亮太 清田 浩揮

川上 敏幸
宇城分室

松本 恭典 宰川 理斗

山田 美優

園田 雅洋
城南総合支所

住　和孝（現）
久米田 峰和

川端 輝昭 椎葉 祐介
栗林 　彪

福田 真由美

西　 　彩
天草支所

東　 陽平毛利 朋則
農地・農村整備係

片山 秀一（現） 榎田 陽子

西岡 賢治
財務経理課

森　 　渉
経理係

富嶋 大貴松永 直子 野田 絢菜

石井 大介
財務指導係

渋江 有美

中村 博文
会員支援課

宮崎 浩二 上田 真司
会員・地域支援係

新田 志都香 大野 明日香 野々原 加奈

今村 真介 （今村 真介）
水土里情報係

山口 智史 田原 愛実 田中 　奨 豊原 加奈子
派遣職員

永
田 

　稔

（令和8年6月現在）
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土地改良区等が国からの補助を受けないで、かんがい排水やほ場整備、客土などの事業を実施して農業生産
基盤の整備・保全の推進を図る場合、日本政策金融公庫が農家負担の軽減を目的に低利で融資する資金です。

また、農業集落排水施設の整備など生産基盤と一体として行う生活基盤の改善に必要な資金および土地改良
区等が行う運営合理化のための事務OA化システム整備などの資金も対象となります。

なお、県又は市町村が単独で行う補助事業についても、融資の対象となります。

非補助農業基盤整備資金のご案内

非補助農業基盤整備資金とは？

●利　　　率：非補助融資2.80％（令和８年５月現在）
●償 還 期 間：25年以内（うち据置期間10年以内）
●融資限度額：最高限度額  当該年度に借入者が負担する額
	 最低限度額  融資1件につき50万円(災害復旧事業の場合10万円)
●借　入　者：土地改良区、土地改良区連合（事業主体となる場合に限る）、
	 農業協同組合、農業協同組合連合会、農業を営む方
※最新の金利は、最寄りの日本政策金融公庫にご確認ください。

融資条件

近年、土地改良事業及び土地改良区を取り巻く環境は、施設の多様性や農村地
域の都市化、混住化により諸問題等が複雑化・高度化しております。このような社
会背景を基に、本会では土地改良事業相談等事業による法律に関する相談業務につ
いて、顧問弁護士に委嘱し会員の皆様の問題解決に努めております。

毎月１日を定期相談日と定め、（急を要する事案については随時）対応しておりま
すので、問題等ございましたら気軽にご相談ください。

また、本会HPにて、これまで土地改良相談等事業で扱った相談内容の一部を掲
載しています。

土地改良法律相談のご案内

複式簿記の義務化に伴い、これまで複式簿記の巡回指導を実施しておりましたが、
令和７年度からは、財務諸表等を活用した経営の診断を実施し、運営の効率化や円
滑な施設更新のための指導や助言を行っています。

また、本会職員（会計指導員）が電話やメールにより、会計経理全般のご相談に
お答えいたします。

土地改良区等においては、原則、員外監事の選任が必要ですが、公認会計士や
税理士から契約に基づく会計の指導を受ける、または、「土地改良連合会と契約に
基づく指導監査」を受ける場合は、員外監事の選任が不要です。

本会は、令和６年度からサポートチームを強化して「指導監査業務」を始めまし
たので、ご要望の際は、お気軽にご相談ください。

土地改良区の「指導監査」のご案内

令和８年11月17日（火）、第48回全国土地改良大会奈良大会（全国土地改良
事業団体連合会、奈良県土地改良事業団体連合会主催）が、「奈良県コンベンショ
ンセンター」を会場に開催されます。

　　　　　　第 48回全国土地改良大会奈良大会のお知らせ
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